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魚津市企画政策課 伊串祐紀

１）富山のさかな
２）魚津の深海生物

富山のさかなと
深海生物

＜魚津市企画政策課 伊串祐紀作成＞



1）富山のさかな

•富山湾のさかなたち
•富山湾の深海生物



富山湾のさかなたち



富山湾

・能登半島に囲まれる形

・最大水深1,250m

・県東部は岸近くから急に深い

・日本で〇〇番目に深い湾



富山湾の断面図

1,250m

対馬暖流水

０m 九州西方で黒潮から分流した
海流で、対馬海峡から日本海
へと流入する。

日本海の水深300mから海底に
かけて存在する水塊。水温は
１～２℃で安定。

日本海固有水

沿岸表層水

移行層
200m

300m



Ｑ．富山湾には何種類の魚がいる？

A．日本海に分布する約800種のうち

富山湾には

約500種が生息すると言われている



表層（水深０～200m）

カタクチイワシ マサバ マアジ

シロギス ヒラマサ ウマヅラハギ



深場（水深200～300m）

マダラ スケソウダラ

ズワイガニニギス ミズダコ

アカガレイ



深海（水深300m以深）

ノロゲンゲ タナカゲンゲ イサゴビクニン

オオエッチュウバイ ホッコクアカエビ ベニズワイガニ



Ⅰ）一生を富山湾で過ごすタイプ

Ⅱ）定期的に富山湾へやってくるタイプ

Ⅲ）偶然、富山湾にやってくるタイプ

Ｑ．魚たちはずっと富山湾にいるの？

A．いろいろ



一生を富山湾で過ごすタイプ

富山湾で産まれ、富山湾で育ち、富山湾で繁殖する。

クロダイメジナキュウセン

ノロゲンゲシロメバルキジハタ

Ⅰ）一生を富山湾で過ごすタイプ



定期的に富山湾へやってくるタイプ

一生の一部を、富山湾で過ごす

アオリイカマルソウダカンパチ

サケシマヨシノボリアユ

Ⅱ）定期的に富山湾へやってくるタイプ



富山のさかな「ブリ」「ホタルイカ」

東シナ海で生まれ、日本海や
富山湾で成長。北海道付近で
さらに成長し、越冬のために
南下する途中に富山湾を通過。

春に日本海沿岸で産卵し、
親イカは死亡する。生まれた
子は日本海で成長し、産卵の
ために富山湾へ。

Ⅱ）定期的に富山湾へやってくるタイプ



偶然、富山湾へやってくるタイプ

なぜ富山湾にやってくるのか？？？

ユキフリソデウオリュウグウノツカイ

オンデンザメダイオウイカ

Ⅲ）偶然、富山湾にやってくるタイプ



富山湾の深海生物の紹介



深海とは？深海生物とは？

【深海】水深200ｍよりも深いところ

【深海生物】深海に生きる生物

・ずっと深海にいる

・時間によって移動する

・時期によって移動する



ゲンゲの仲間～富山湾の深海魚の代表～



ミズガンコ～定番食材になれるか～

アマエビやゲンゲを狙う

底引き網漁で混獲される。

これまではほとんど食用に

はされておらず、市場には

出回らない。

味噌汁や唐揚げで美味



ベニズワイガニ～漁法は魚津発祥～

新たにブランド化
「富山湾の朝陽」

甲幅140㎜以上
茹で蟹800g以上



ホタルイカ～富山湾の神秘～

オス

胴が円錐状

40～55mm

メス

卵を持つので胴はふっくら

56～70mm



ホタルイカ ツノナシオキアミ

オワンクラゲ ウミホタル ウミサボテン

富山湾は発光生物の宝庫



近くから深い→漁場も近い

→鮮度の良いまま水揚げ→美味しい！！

富山湾のホタルイカ～他産地との違い



富山湾の深海魚
富山の中でも魚津がＮＯ ・１




